
防災・減災×サステナブル大賞　『減災サステナブルアイデアコンペティション』　 一般社団法人減災サステナブル技術協会
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● 留意点

① データはファイル名を『応募：団体・学校名_チーム名.xlsx』として、必ずExcelファイルで送信してください。 ④ 上記「作品要旨」における番号、項目は仮に設定していますが、移動、削除は適宜行ってください。

　例　　応募：○○高校_△△チーム.xlsx ※　左記 “ _（アンダーバー）" は半角としてください。 項目立ては限定しませんので、適宜、番号を付して記入してください。

② 当書式のまま文字が欠けないように改行し、また行・列のセル追加、フォント変更をなどをしないでください。 ただし、行の追加は不可としますので、表記文が当用紙に納まるようにまとめてください。

提案に際しシート１）および２）の他に添付資料等がある場合には「３）添付資料」シートを追加しても構いません。 項目例）背景、現状、課題、目的、意義、方法・手法、考察、結果、結論、まとめ、今後の展開・展望、参考文献　他

追加は２シートまでとして必ず各シートにおいて印刷設定が「A３用紙横１枚分」となるように提出してください。 ※ 参考文献からの図表、写真などの引用資料については出典元を必ず明記してください。

③ シート１）以外の用紙において、表現方法は基本的に「自由」です。 ⑤ 審査方法

文章、手書きスケッチ、デザインソフト使用、写真など、データに貼り付けが可能であればよいです。 当「減災サステナブル技術協会」に属する審査委員で構成する審査委員会にて審査・評価します。

模型などの現物提出は不可としますが、これを撮影した写真データであれば同様に貼り付けてください。 審査委員の数名に加え、特別審査委員として国内大学教授ら複数名により審査し、総合評価をします。

活かしたまちづくりを提案する。

①まちに水路を巡らせ、多摩川の水を常に流すことで、平時には生活用水として利用し、火災発生時には

身近な物を用いてすぐに初期消火を開始でき、さらに先回りして周辺の家屋に水をかけることで延焼を

遅らせることができる。また、大雨の時や浸水時には排水路として活用する。

具体的対策とその効果

②堤内地はかさ上げや高床などの建築・まちづくり的対策で浸水を防ぎ、それと同時に堤防の高さを下げる

ことで、まちと多摩川の分断を解消する。また、その過程で建物が更新されることで耐震耐火性能の向上が

期待できる。

さらに、堤防周辺を整備し、商業・憩い・伝承の場にすることで、かつての活気とうるおいのあるまちへ

再生し、新たな羽田の魅力を創出する。
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火災発生時には広範囲への延焼リスクを抱えているが、初期消火の設備はすぐに使用できる状態ではない。

また、かつて羽田の人々の仕事場であった多摩川は、高く無機質な堤防によってまちと分断されている。

そこで、多摩川に面する羽田三・六丁目を対象範囲とし、多摩川を軸に地域コミュニティや周辺環境を

学生の場合

学年

4

地元地域に根差した防災・減災、ＳＤＧｓをテーマに得意分野のスキルを最大限に活かしたアイデアとし、

アプローチは、ＤⅩ、システム、ＩｏＴ、構造物、機器類物質、素材、薬品などを問わず、

仮に実現性が低くとも、既知・既存の対策、理論に捉われない提案を望む。

提案背景と目的

大田区羽田は、古い木造家屋が密集し自動車が通行できない狭隘道路が多い木造密集市街地である。
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（個人応募）まもる、つながる、さかえる　―川と調和するまち　羽田―タイトル

【提案内容】

団体・学校名 工学院大学 チーム名
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工学院大学 チーム名 （個人応募）

【添付資料】 ①

タイトル まもる、つながる、さかえる　―川と調和するまち　羽田― 団体・学校名
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工学院大学 チーム名 （個人応募）

【添付資料】 ②

タイトル まもる、つながる、さかえる　―川と調和するまち　羽田― 団体・学校名
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工学院大学 チーム名 （個人応募）

【添付資料】 ③

タイトル まもる、つながる、さかえる　―川と調和するまち　羽田― 団体・学校名


